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ハワイ諸島南方海域におけるＤＳＬについて

松野保久＊

ＯｎｔｈｃＤＳＬｉｎｔｈｅＳｏｕｔｈｅｒｎＲｅｇｉｏｎｏｆｔｈｅHawaiianlslands

YasuhisaMATsuNo

Abstract

TheobservationswerecarriedoutonboardtheKeiten-maru,FacultyofFisheriesKagoshima

University,inthesouthernregionoftheHawaiianlslands,inthemiddleofJune,1978．
Therecordsofthedeepscatteringlａｙｅｒｓｗｅｒｅｒｅｃｏｒｄｅｄｂｙｔｗｏ２４ｋＨｚｆｉｓhfinders，and
oceanicmicronekton(smallfishes,Euphausiids,Amphipoda,etc.）werecaughtbylsaacsKidd
midwatertrawlnet・

Asaresultofthediscussion，itseemsthatdeepscatteringlayerscomposedofMyctophidfish，

GonostomatidfishandEuphausiids．

ハワイ諸島周辺海域は重要なマグロ漁場であり，日本船の出漁数も多いよって同海域の

連続した漁場海洋学的な調査の必要性はいうまでもない．今回筆者はハワイ諸島南方マグロ

漁場へ行く機会を得，同海域におけるＤＳＬについて調査したのでここに報告する．

方法

1978年６月，図１に示した海域において，鹿児島大学水産学部実習般敬天丸（854.55トン）

に装備されている海上電機製魚群探知機（ＭＷＤ－４型，ＭＷＤ－１０型）周波数２４ｋＨｚを使

用して，ＤＳＬの連続記録を得ると同時に，図２に示した水深と時間，アイザック・キッド・

トロールネットを水平曳きすることにより海洋生物の採集を行なった．生物採集はＤＳＬが

下降している昼間と上昇した夜間にわけて行ない，両者を比較した．

曳網を行なった海域1,11,Ⅲの位置は次の通りである．

Ｉ（1978.6.10）：昼間（１）Ｌat､11.-52.'７Ｎ

Long・l58o-01・'０Ｗ

夜間（2,3）Ｌat､１１o-53.'9Ｎ

Long､158o-02.'２Ｗ

１１（1978.6.13）：昼間（４）Ｌat､13.-28.'９Ｎ

Long､158o-29.'７Ｗ

＊鹿児島大学水産学部漁船航海学講座（ChairofFishingVesselNavigation,FacultyofFisheries，

KagoshimaUniversity）
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Fig.１．ＬocationofhaulingwithIsaacsKiddmidwatertrawlnetandobservedDSL．

夜間（５）Ｌat､13.-28.'5Ｎ

Long､158.-23.'６Ｗ

Ⅲ（1978.6.15）：昼間（６）Ｌat､１４c-59.'0Ｎ

Long・l58o-01・'３Ｗ

夜間（７）Ｌat､14.-58.'9N

LOngl57o-58・'３Ｗ

なお曳網水深はロープ長とロープの伏角から計算により求めた．

ためロープ長・伏角を一定とし，その水深は約６７ｍ,ただし６月１

なお曳網水深はロープ長とロープの伏角から計算により求めた．全採集水深を同一とする

ためロープ長・伏角を一定とし，その水深は約６７ｍ,ただし６月10日夜（3）は水深約２８ｍ，

曳網時間は同水深において１時間，ただし（3）は30分であった．又曳網速力は約1.5ｋnot

であった．

結果及び考察

この海域は北東貿易風帯に位置し，全測定を通じて，風向はENE～E，風力はビュー

フォート階級で５～６，海面はModeratesea，ウネリはModerateswellでウネリの方向は

80．～90.であった．

図２に６月10日，６月13日，６月15日の垂直移動を行なったＤＳＬを魚群探知機の記録紙

から模式的に写しとった．ＤＳＬは２層あるいは３層記録され，日出前最初に下降を始め昼
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Fig.２．Schematicrepresentationofdiurnalchangeoftheultrasonicscatteringlayeratthe

locationl，ＩＩａｎｄｌＩＩ．
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I

Table１．Compositionofthetrawlcatchwithｌｓａａｃｓｋｉｄｄｍｉｄｗａｔｃｒｔｒａｗｌｎｅｔａｔｔｈe

locationl，ＩＩａｎｄｌｌｌ・

Errantia

9０２５０８６１２０１４０３７８Siphonophora

９ ８９４２４５

３９Salpidae

Sagittidae

１

１
１

Lz‘c錐γ卯蛎

３

１

I

Numbersofindividuals

Scorpaenidac

Pteropoda
Qzzﾉ０J”α脚"cj"αjａ

Species l：ｌＯｔｈ １１：ｌ３ｔｈ l皿：ｌ５ｔｈ

１
１

１ ２３４５６７

３
３

３

３４１１

Myctophidac

amj0Jc妙e伽sp．

Ｌα”α砂c畝ssp・

Ｄｉ“A"SSP．

Ｌα"ゆα此"ａｓP．

Ａ伽s”β伽sP．

Ｍ)'""伽、"雌血伽

Ｂ８"‘んosemasP．

』加妙ﾙ”'sP、

Myctophidlarva

６ ５
１
４

４
６
７

１

７
４

２

１
１
１

２

Copepods

Qz伽”ん〃2α城伽

Ｐｂ"""伽α此ｍａｊａ

６
４

Gonostomatidae

肋cig“ｒｒｚａｓＰ．
｡

１
１

３
３

１
１

１
１

Centrolophidae

Synodontidae 1

６
２

Scopelarchidae

５１

９

１

９
６
３

１
１

Amphipods

Phm"伽'α‘加α
Ｒﾙa6dbJOma伽ひ加測血如"ｚ

ｏ抄”んα加加""“

Ｂ､"s"加伽伽

伽吻加‘、6伽eひ雌ｊ

Ｐｈｍ"加e〃eん"gａｊａ

ワ
』
《
ｂ

●
１

３
２

１

６
８
３

１
１
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４
４
６

５
１

1７7４1２２６６

１２

２３８

１３

１５

Euphausiids
A

B

C

D

４
５
０
５
４

９
５
３
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１．０ｃｍ、 １．０ｃｍ

Ｆｉｇ．３．Ｆｉｓｈ馬amplcstakenbyIsaacsKiddFi９．４．Euphausiidssamplestakcnbylsaacs

midwatertraw］net．Ｋｉｄｄｍｉｄｗａｔｅｒｔｒａｗｌｎｃｔ．

Ａ：耐"c増I‘erriasp．Ｂ：α'･aZosc叩ejussp．

Ｃ：Ｌα”αﾉﾘc虹ssp．Ｄ：Ｄｉｉ幼加ssp．

Ｅ：Ｌαﾉ叩α庇"αsp・

た．又第３層の上限をはっきりつかむことができなかった．６月１５日は２層のみしか記録さ

れず，前２日と対比すれば，第２層（中間層）が消え第１層及び第３層のみが記録されたも

のと推察され，かなりはっきりした違いを示している．

各層の下降・上昇速度は，ともに日出没前後が最も速かった．次にそれらの速度を示す．

下降最大速度（ｍ/ｍin.）上昇最大速度（ｍ/ｍin.）

６月１０日第１層５．１５．８

第２層４．５

第３層２．３２．８

６月１３Ｆ１第１層５．６５．８

第２層１．９３．０

第３層２．２３．４

６月１５日第１層５．７７．０

第２層３．５２．０

下降。上昇最大速度の平均は第１層5.8ｍ/ｍin.,第２層３．１ｍ/ｍin.,第３層2.7ｍ/ｍin・で

あった．特に第１層の垂直移動速度は，鹿児島湾2)，東シナ海，北西部太平洋水域'）のどれ

よりも速く，この層を構成している生物は漁泳能力が非常に大きいものと推定する．

表１にはアイザック。キッド。トロールネットにより採集された海洋生物の種類と個体数
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を示した．そして図３には魚，図４にはオキアミ類の写真を示した．数多く採集されたのは

ハダカイワシ科の魚，オキアミ類，端脚類，矢虫類，管水母類であった．

ハダカイワシ科及びヨコエソ科の魚は夜間のみしか採捕されず，Ｗ．Ｇ．PEARcY3）は，

Lα”a7zycZ"sγ伽γｊは昼間水深400～600ｍに，夜間はほとんど200ｍ以浅に垂直移動を

行なっていると報告している．オキアミ類4）も夜間に採捕されたのは99.97％に達し，昼

間採捕されたのは非常に小型のものであった．しかし端脚類は昼間採捕されたものは約79％

で夜間よりも多くなっている．又矢虫類，管水母類の採捕数に昼夜の差はほとんど見られな
かった．

これらのことより図２に示した日周運動を行なうＤＳＬは，ハダカイワシ科，ヨコエソ科

の魚類及びオキアミ類によって構成されているものと推察する．ただ今回の採集のみでは，

DSL各層の構成の違いを明確にすることは困難であった．又６月１５日のＤＳＬは２層のみし

か記録されず，明らかに６月10日および６月１３日とは異なったものであった．この起因に直

接関連づけられるか疑問であるが，６月１５日のオキアミ類の採捕数が前２日に比べて極端に

少なかった．この問題も含めて今後更に観測を行ないたい．

要 約

1978年６月ハワイ諸島南方マグロ漁場海域において鹿児島大学水産学部実習船敬天丸

(854.55トン）に装備されている海上電機製魚群探知機によりＤＳＬの記録を得ると同時にア

イザック・キッド・トロールネットにより，ＤＳＬが下降している昼間と上昇した夜間にお

いて，それぞれ水深約６７ｍの層を１時間水平曳きをし，海洋生物の採集を行ない次のよう

な知見を得た．

１）ＤＳＬは２層および３層記録され，第１層，第２層，第３層の昼間の水深は550,,

450～550,,400ｍであり，下降・上昇最大速度の平均はそれぞれ5.8ｍ/ｍin.,３１ｍ/ｍin.，

2.7ｍ/ｍin・であった．

２）ＤＳＬはハダカイワシ科，ヨコエソ科の魚類及びオキアミ類によって構成されている

ものと推察されるが，各層の構成の違いを明確にすることはできなかった．

1）

2）

3）

4）
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